
一
九
一
二
（
明
治
四
十
四
）
年
に
は
奈
良
県
の
古
蹟
調
査
会
の
第
一
回
会
合
に
出
席

し
て
い
た
高
橋
健
自
や
関せ

き

の野
貞た

だ
しな
ど
の
河
内
の
諸
遺
跡
へ
の
案
内
役
を
依
頼
さ
れ
る

ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
数
日
間
調
査
も
行
っ
た
よ
う
で
、
高
橋
か
ら
墳
墓
の
特

徴
や
遺
物
の
出
土
情
況
な
ど
近
代
考
古
学
の
調
査
法
を
、
関
野
か
ら
は
実
測
図
の
作

り
方
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。
梅
原
は
、
彼
ら
が
調
査
中
日
々
調
査
し
た
メ
モ
や
実

測
図
を
そ
の
日
の
う
ち
に
整
理
し
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分
も
実
践
す
る
こ
と
を
心

に
誓
っ
た（

２
）。
梅
原
の
考
古
学
研
究
上
の
信
念
は
、
着
実
な
資
料
蒐
集
と
整
理
を
土
台

と
し
て
築
き
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が（

３
）、
こ
の
時
の
経

験
が
そ
の
後
の
考
古
学
人
生
を
決
定
づ
け
た
。

　

病
弱
だ
っ
た
梅
原
は
高
等
学
校
や
大
学
へ
の
進
学
は
か
な
わ
な
か
っ
た
が
、
興
味

が
あ
れ
ば
大
家
で
あ
ろ
う
と
恐
れ
ず
近
づ
い
て
教
え
を
請
い
、
そ
う
し
て
習
得
し
た

技
術
で
、
京
都
帝
国
大
学
の
研
究
室
や
文
学
部
の
陳
列
館
に
出
入
り
し
、
無
給
で
は

あ
る
が
自
由
に
仕
事
を
す
る
許
可
を
得
た
。
当
時
の
日
本
考
古
学
界
に
遺
物
の
整
理

（
実
測
・
拓
本
・
写
真
な
ど
）
技
術
を
持
つ
人
材
は
皆
無
に
等
し
く（

（
（

、
重
要
な
戦
力

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
日
本
最
初
の
考
古
学
講
座
（
文
科
の
）
が
開
設
さ

れ
た
京
都
帝
国
大
学
に
は
、
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
護
法
制
定
（
大
正
九
年
）

に
よ
り
、
西
日
本
各
地
の
遺
跡
調
査
が
依
頼
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
正
五
年
朝ち

ょ
う
せ
ん鮮

総そ
う
と
く
ふ

督
府
の
古
蹟
調
査
委
員
に
任
命
さ
れ
た
濱
田
の
片
腕
と
し
て
、
西
日
本
各
地
の
古

は
じ
め
に

　

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
に
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
逝
去
す
る

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
ま
で
鹿
児
島
県
の
考
古
学
に
大
き
な
力
を
尽
く
し
た

寺て

ら

し師
見み

國く
に

が
調
査
・
採
集
・
発
掘
し
た
考
古
資
料
や
、
発
掘
調
査
の
メ
モ
、
蔵
書
、

書
簡
な
ど
二
万
点
余
り
が
寄
贈
さ
れ
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
人
文
科
学
と
し
て
の
考
古
学
を
学
問
的
に
独
立
さ
せ
た

功
労
者
と
評
さ
れ
る（

１
）濱は

ま

だ田
耕こ

う
さ
く作
逝
去
の
あ
と
を
受
け
て
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）

年
か
ら
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
ま
で
、
京
都
（
帝
国
）
大
学
文
学
部
考
古
学

講
座
の
教
授
と
し
て
活
躍
し
た
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
時
代
前
期
の
日
本
の
考
古
学

界
を
リ
ー
ド
し
た
梅う

め
は
ら原
末す

え

治じ

が
寺
師
に
送
っ
た
手
紙
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
紹
介
し

た
い
。

一
　
梅
原
末
治
と
寺
師
見
國

　

梅
原
末
治
は
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
大
阪
府
南
河
内
郡
古
市
村
（
現
羽
曳

野
市
古
市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
た
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
に
同
志
社
普
通

学
校
（
中
学
校
）
に
入
学
し
、
地
理
と
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
。
三
年
生
の
時
に
は

歴
史
地
理
学
会
の
夏
期
大
講
演
会
に
参
加
し
、
そ
こ
で
喜き

た田
貞さ

だ

吉き
ち

と
親
し
く
な
り
、

資
料
紹
介
　
梅
原
末
治
か
ら
寺
師
見
國
へ
の
手
紙

　
　
　
　
　
　
竹
　
森
　
友
　
子
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二
　
梅
原
末
治
か
ら
の
手
紙

　

梅
原
と
鹿
児
島
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
末
に
肋ろ

く
ま
く膜
を
患

い
、
指
宿
で
静
養
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、
考
古
学
的
な
そ
れ
は
一
九
四
三
（
昭
和

十
八
）
年
で
あ
っ
た
。
梅
原
は
自
伝
で
あ
る
『
考
古
学
六
十
年
』
に
「
昭
和
十
八
年

も
後
半
に
入
る
と
、
国
外
は
も
と
よ
り
、
人
材
や
費
用
の
面
で
、
国
内
の
調
査
も
思

う
に
ま
か
せ
ず
、（
中
略
）
遠
く
と
も
鳥
取
県
あ
た
り
に
手
を
の
ば
す
の
が
や
っ
と

と
い
う
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
き
た
。（
中
略
）
宮
崎
・
鹿
児
島
県
を
中
心
に
、
非

常
時
下
の
発
掘
調
査
を
敢
行
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
い
う
の
は
、
昭
和

十
八
年
、
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
、
そ
の
頃
国
威
高
揚
の
た
め
唱
え
ら
れ
て
い
た
「
肇

国
聖
跡
顕
彰
」
の
史
跡
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る（

８
）。

こ
れ
に
は
当
時
の
政
治
的
状
況
が
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
森
本

和
男
氏
の
研
究
に
詳
し
い
。
以
下
そ
の
研
究
成
果
を
紹
介
す
る
と
、
一
九
三
五
（
昭

和
十
）
年
、
岡
田
啓
介
内
閣
は
天
皇
機
関
説
を
否
定
す
る
国
体
明
徴
声
明
を
発
し
、

文
部
省
は
、
国
体
を
明
徴
に
し
、
国
民
精
神
を
涵か

ん
よ
う養
振し

ん
さ
く作
す
る
の
が
急
務
だ
と
し
、

『
国
体
の
本
義
』
を
編
纂
し
て
一
九
三
七
（
昭
和
十
二
）
年
に
刊
行
し
た
。
本
文
の

冒
頭
で
「
大
日
本
帝
国
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
皇
祖
の
神
勅
を
奉
じ
て
永
遠
に
こ
れ

を
統
治
し
給
ふ
。
こ
れ
、
我
が
万
古
不
易
の
国
体
で
あ
る
」
と
宣
言
さ
れ
、
国
体
の

起
点
と
し
て
神
代
が
重
視
さ
れ
た
。
そ
し
て
国
体
明
徴
の
一
環
と
し
て
、
国
体
に
関

す
る
重
要
な
文
化
財
と
し
て
肇ち

ょ
う
こ
く国の
遺
跡
に
目
が
向
け
ら
れ
、
政
府
に
よ
る
神
代
遺

跡
の
調
査
保
存
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
内
閣
に
肇
国
聖

跡
調
査
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
国
史
・
神
祇
史
・
古
典
な
ど
各
分
野
の
学
者
が
委
員

と
さ
れ
た
が
、
考
古
学
か
ら
は
梅
原
が
選
ば
れ
た（

９
）。
天
孫
降
臨
の
舞
台
と
な
っ
た
南

九
州
で
は
肇
国
の
遺
跡
調
査
に
熱
心
で
、
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
四
月
一
日

墳
や
遺
跡
の
調
査
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
発
掘
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
梅
原
の
世

代
は
日
本
の
考
古
学
界
が
ま
だ
専
門
家
社
会
と
し
て
制
度
化
す
る
以
前
の
段
階
で
、

ア
マ
チ
ュ
ア
出
身
者
が
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
枢
に
入
り
込
む
機
会
が
開
か
れ
て
お

り（
５
）、
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
十
二
月
か
ら
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四
月
ま
で

の
欧
米
へ
の
長
期
遊
学
を
経
て
、
東
方
文
化
学
院
研
究
所
京
都
研
究
所
（
京
都
大
学

人
文
科
学
研
究
所
の
前
身
）
の
研
究
員
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
は
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
考
古
学
講
座
の
助
教
授
、
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
、
濱
田
耕
作
の
逝

去
に
と
も
な
い
教
授
と
な
っ
た
。

　

寺
師
見
國
は
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
に
鹿
児
島
県
川
辺
郡
知
覧
町
塩
屋

（
現
南
九
州
市
知
覧
町
塩
屋
）
に
生
ま
れ
た
。
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
九
州
帝
国

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
翌
年
大
口
市
（
現
伊
佐
市
）
で
内
科
・
小
児
科
医
と
し
て

開
業
し
た
。
九
州
帝
国
大
学
在
学
中
に
九
州
考
古
学
の
基
礎
を
築
い
た
中
山
平
次
郎

に
薫く

ん
と
う陶
を
受
け
た
が
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
早
稲
田
大
学
卒
業
後
大
口
中
学

校
に
赴
任
し
た
木
村
幹
夫
と
の
出
会
い
が
、
考
古
学
の
道
へ
と
進
む
き
っ
か
け
で
あ

っ
た（

６
）。

　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
日ひ

勝か
ち
や
ま山
遺
跡
発
見
を
考
古
学
の
道
へ
の
第
一
歩
と
し

て
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
に
は
「
鹿
児
島
県
伊
佐
郡
内
の
古
墳
」
を
『
考
古

学
雑
誌
』（
二
六
―
六
）
に
発
表
し
、
中
央
の
学
界
に
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た（

７
）。
縄
文
土
器
や
弥
生
式
土
器
の
研
究
も
行
っ
て
い
る
が
、
戦
前
戦
後
を
通

し
て
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
、
大
隅
半
島
北
部
の
地
下
式
横
穴
墓
（
寺
師
は
地

下
式
土
壙
と
呼
ぶ
）
や
地
下
式
板
石
積
石
室
の
調
査
で
あ
る
。
以
下
で
は
梅
原
か
ら

寺
師
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
中
か
ら
、
地
下
式
横
穴
墓
や
そ
の
出
土
品
に
関
す
る
記
述

の
あ
る
も
の
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。
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年　月　日 内　　容
1 葉書 昭和19年2月29日 江田古墳出土品を調べているということ
2 封書 昭和20年11月16日 小林久雄氏の入洛や小林行雄氏が筑紫村の装飾古墳の調査を行うことなど
3 葉書 昭和23年5月1日 国立博物館奈良分館で開催される日本考古展覧會（5/1 ～ 5/31) のお知らせ
4 葉書 昭和23年5月1日 国立博物館奈良分館において開催される日本考古展覧会の批評會をもうけたいとのお知らせ
5 葉書 昭和23年6月26日 九大の法文学部より考古学の講義依頼を受け22日から講義をしている
6 封書 昭和23年10月5日 お菓子のお礼

7 封書 昭和24年ヵ６月５日 全国に亙る古墳の本格的な調査をやらなければならなくなったことや，感冒薬・頭痛薬・胃薬を送って欲し
いとのお願い

8 葉書 昭和24年8月20日 暑中見舞い。『朝鮮語譯』を記念に差し上げるとのこと
9 封書 昭和24年ヵ 10月31日 日本考古学協会で全国の古墳の基本調査をすることが決まり，鹿児島県については寺師氏にお願いしたい

10 葉書 昭和24年ヵ月12月1日 『サツマの弥生式土器論』のお礼，古墳調査の締め切りを12月と伝えたのは誤りで本年度中なので来年の3月
が正しいとのこと

11 葉書 昭和25年 賀状
12 葉書 昭和25年4月16日 古墳の調査書類を五月末までに全部完了するようにお願いしたい

13 封書 昭和25年5月12日 古墳の調査書類到着のお礼や寺師氏が発掘しようとしている古墳の許可について。自分の都合が悪ければ，
代理を出すことなど

14 封書 昭和25年5月16日 北園博氏の調査した大隅の古墳の記録を受け取ったことや去年坪井氏が発掘した縄文住居址の写真や土器の
図を欲しい，ということなど

15 封書 昭和25年ヵ 6月18日 薬や東大の人々がお世話になったお礼と，墓について（一般の竪穴式石室と違うので，御説のように伊佐式
と申してよいでしょうとある）

16 封書 昭和25年7月25日 鹿屋の新出土品のお知らせへのお礼。出土状況は日向のむつはるの地下坑に似ている
17 封書 昭和26年1月3日 寺師氏が送った薬や息子の郁氏への品物のお礼など
18 封書 昭和26年ヵ１月28日 ４年ぶりに江田でお目にかかり愉快であったことや薬やお餅のお礼など
19 封書 昭和26年3月6日 寺師氏の娘さんの結婚のお祝いなど

20 封書 昭和26年5月6日 常盤氏が来訪の際に寺師氏が御寄与下さった品を受け取った報告や，この夏銅鐸考でもまとめようかと考え
ていることなど

21 封書 昭和26年ヵ５月13日 体調がおもわしくなく，渡米を見合わせたことなど
22 封書 昭和26年12月24日 郁氏へ送った昆虫図鑑のお礼（梅原郁氏の手紙も一緒に同封）や風邪薬のお願い
23 葉書 昭和27年2月1日 薬のお礼と，鼻の工合が悪く気管支がへんとのこと
24 封書 昭和27年2月17日 木炭のお礼，1俵はお言葉通り小林氏に渡すとのこと
25 葉書 昭和27年2月27日 名医の診察はすべて自分の症状に一致するとのこと，炭のお礼
26 封書 昭和28年1月8日 木炭のお礼と，感冒薬を送って欲しいとのお願い
27 封書 昭和28年7月19日 ９月上旬にアメリカへ行くことになったことや，山崎さんが亡くなられたことへのお悔やみ
28 封書 昭和29年ヵ８月23日 今朝立つ案でお返事を書いたが，仕事が入り無理になったというお詫び
29 封書 昭和29年ヵ 10月10日 感冒と頭痛のお薬を送ってほしいとのお願い
30 封書 昭和29年12月7日 鰹節のお礼

31 葉書 昭和30年1月21日 高山町の地下式土壙から銅鏃が見いだされたとのこと，日向の六つの原地下式土壙と併せて考えると新たな
見解が導かれるのではないか

32 葉書 昭和30年1月26日 お菓子のお礼と仁徳應神陵の規模の調べを書き上げたとの報告

33 封書 昭和30年ヵ７月26日 寺師氏が調べた年号鏡について報告したことのお礼や，この夏宮地嶽の方に行く予定で，その際，大口の方
にも寄ろうと思っていることなど

34 封書 昭和30年ヵ 12月24日 高山町の古墳の第4号古墳出土の四種の鉄刀片は大小２口になるのではとある
35 封書 昭和31年10月11日 「東京丸ノ内ホテルにて」とある。薬のお礼と14日の午前１時，台北へむかうとの内容
36 封書 昭和31年12月25日 「東京丸ノ内ホテルにて」とある。台北の帰りで今日東京にもどったことや，薬のお礼
37 封書 昭和32年ヵ１月20日 蕨手刀のを出土した地下式土壙について報告したことのお礼
38 封書 昭和32年ヵ 2月24日 蕨手刀の出土状態に関する寺師氏の見解は正しいのではないか
39 封書 昭和32年ヵ５月７日 抜刷（「鹿児島県下の地下式土壙」ヵ）のお礼
40 葉書 昭和32年12月13日 薬のお礼

41 封書 昭和33年ヵ６月20日 寺師氏の配慮で同地の調べ（成川遺跡ヵ）が斎藤忠氏によって行われることのお礼や，河口貞徳氏が関わっ
た徳之島の先史遺跡の報告書や県の文化財報告書を見たいということなど

42 封書 昭和34年ヵ 6月14日 寺師氏が送った鏡の写真について

43 封書 昭和34年9月7日 病気の間，アメリカ，スイスなどの学者からもお見舞い文をいただいた。教育部長のアンダーソン夫妻の送
別の時の写真を送ったようである

44 封書 年不明１月18日 薬のお礼
45 封書 年不明１月24日 風邪薬を送って欲しいとのお願い
46 封書 年不明８月30日 薬や郁氏へのお菓子のお礼
47 封書 年不明１月31日 薬やボンタン漬のお礼
48 封書 年不明７月24日 郁氏の近況や火葬墓の調べのお礼など
49 葉書 年月日不明 寺師が出した調査計画書に指導者として署名捺印をしましたとのこと
50 葉書 年不明12月29日 お嬢さんから妻へのお便りありがたく存じますとのこと

51 葉書 年不明2月28日 土器の復元で忙しいと思います。坪井氏は十個くらいは復元できるのではないかと言っていました，との内
容

表 1　梅原末治より寺師見國への書簡（※昭和○○年ヵとあるのは，文中の語句よりの推定）
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［
本
文
］

寺
師
見
國
様

ま
た
暫
く
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
。

急
に
寒
く
な
り
ま
し
た
が
御
障
り
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
生
そ
の
後
法
隆

寺
の
秘
宝
拝
観
か
ら
グ
ル
ソ
セ
ー
氏

の
入
洛
、
今
度
の
日
本
考
古
協
会
の

総
会
と
急
に
い
ろ
い
ろ
な
用
件
で

少
々
疲
れ
た
ら
感
冒
の
気
味
で
や
っ

て
い
ま
し
た
が
今
日
で
終
了
、
今
日

は
休
養
し
て
い
ま
す
。
ま
あ
こ
の
冬

は
一
休
み
す
る
と
回
復
す
る
で
し
ょ

う
。
■
会
に
お
出
掛
け
な
く
て
残
念

し
ま
し
た
。

処
が
そ
の
会
で
い
よ
い
よ
一
寸

申
し
上
げ
た
全
国
の
古
墳
の
基
本
調

査
の
事
が
本
ぎ
ま
り
と
な
り
ま
し
て
、
鹿
児
島
縣
は
尊
台
に
責
任
者
に
な
っ
て
い
た

だ
き
小
生
が
御
手
伝
す
る
と
云
う
事
は
決
定
し
ま
し
た
か
ら
、
御
多
用
中
恐
縮
と
存

じ
ま
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
。
既
に
大
体
の
御
調
べ
が
出
来
て
居
り

ま
す
事
な
の
で
御
手
許
で
次
の
件
御
処
理
願
い
た
く
、
な
お
未
調
査
の
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
然
る
べ
く
助
手
で
も
御
使
用
下
さ
っ
て
本
年
度
中
に
御
完
成
願
い
た
く
よ
ろ

し
く
願
い
ま
す
。（
■
■
■
■
頃
ま
で
）

　

①
五
万
分
の
一
地
図
に
前
方
後
円
墳
、
地
下
式
土
壙
、
丸
塚
、
等
区
別
し
て
は
っ

き
り
と
位
置
を
明
記
し
た
分
布
図
を
作
る
こ
と

に
、
県
知
事
を
会
長
と
し
た
鹿
児
島
県
肇
国
聖
跡
調
査
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た（

（1
（

。

つ
ま
り
、
梅
原
が
昭
和
十
八
年
に
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
「
肇
国
聖
跡
顕
彰
」
の

史
跡
調
査
を
依
頼
さ
れ
た
背
景
は
以
上
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
鹿
児
島
県
肇
国
聖
跡
調
査
委
員
会
設
立
時
の
鹿
児
島
県
知
事
は
薄す

す
き
だ
よ
し
と
も

田
美
朝
、
梅

原
に
依
頼
し
た
の
は
柴し

ば
や
ま山
博ひ

ろ
しで
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
梅
原
と
寺
師
が
出

会
っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
八
年
十
二
月
に
武
貝
塚
を
視
察
し
、
翌
年

一
月
に
試
掘
し
て
い
る
。
ま
た
、
梅
原
は
昭
和
十
九
年
に
は
栗
野
町
北き

た
か
た方
３
号
墳
や

大
口
市
塞せ

ノ
神か

ん

地
下
式
石
積
も
調
査
を
し
た
よ
う
だ（

（1
（

。
梅
原
か
ら
寺
師
へ
の
手
紙

（
封
書
・
葉
書
）
は
五
一
通
残
さ
れ
て
い
る
が
（
表
１
参
照
）、
一
番
古
い
も
の
は

昭
和
十
九
年
二
月
二
十
九
日
付
け
の
葉
書
で
あ
り
、
武
貝
塚
の
試
掘
を
終
え
帰
京
し

た
後
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

知
り
合
っ
て
か
ら
寺
師
が
逝
去
す
る
一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
ま
で
ほ
ぼ

毎
年
手
紙
を
送
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
薬
を
所
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
梅
原
は
幼
少

期
よ
り
身
体
が
弱
く
、
成
人
し
て
か
ら
も
酒
や
煙
草
は
一
切
口
に
せ
ず
、
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
こ
と
に
よ
り
学
問
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
が
、
少
々
無
理
を
す
る
と
体

調
を
崩
す
と
い
う
状
態
で
、
医
者
で
あ
る
寺
師
と
の
交
流
は
心
強
い
も
の
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。三

　
梅
原
か
ら
の
手
紙
の
紹
介
と
解
説

　

な
お
、
手
紙
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
り
、
改
行
に
つ
い
て
は
手
紙
に
忠
実
で
は
な
い
。

ま
た
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
句
読
点
を
補
い
、
旧
仮
名
遣
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
改

め
て
い
る
。
文
中
の
■
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
文
字
で
あ
る
。

①
昭
和
二
十
四
年
ヵ
十
月
三
十
一
日
付
の
手
紙　

写真１　昭和 24 年ヵ 10 月 31 日付の手紙
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こ
の
手
紙
の
本
文
中
に
は
差
し
出
し
年
が
無
く
、
封
筒
の
切
手
部
分
が
剥
が
さ

れ
て
い
て
消
印
も
わ
か
ら
ず
差
し
出
し
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
手
紙
の
内
容
と

一
九
五
〇
（
昭
和
二
十
五
）
年
に
は
古
墳
に
関
す
る
調
査
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
（
表
１

│

13
）
こ
と
か
ら
、
昭
和
二
十
四
年
に
出
さ
れ
た
手
紙
と
判
断
し
た
。

②
昭
和
三
十
年
ヵ
十
二
月
二
十
四
日
付
の
手
紙

［
本
文
］

寺
師
見
國
様

年
末
御
繁
用
の
中
か
ら
高
山
町
古
墳
に
つ
い
て
の
詳
し
い
御
調
書
を
御
送
り
い

た
だ
き
本
日
あ
り
が
た
く
拝

見
い
た
し
ま
し
た
。
御
蔭
で

様
子
が
は
っ
き
り
と
し
て
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

い
つ
も
乍
ら
の
御
厚
情
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と

こ
ろ
で
第
四
号
墳
か
ら
出
た

四
種
の
鉄
刀
片
は
大
小
二
口

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
図
で
は
ピ
ッ
タ
リ
と

し
ま
せ
ん
が
次
の
図
の
様
な

工
合
に
な
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

〔　
　

鉄
刀
の
図　
　

〕

　

次
に
考
古
学
会
の
紀
要
第

　

②
別
に
当
方
か
ら
御
届
け
し
ま
す
カ
ー
ド
に
依
っ
て
各
古
墳
の
基
本
台
帳
を
作
製

の
事

　

こ
れ
に
は
重
要
に
し
て
保
存
の
必
要
あ
る
も
の
、
調
査
を
要
す
る
も
の
な
ど

は
裏
に
で
も
御
注
記
願
い
た
き
こ
と

な
お
右
に
要
す
る
経
費
と
し
て
金
壱
万
円
也
近
日
中
東
京
の
斎
藤
忠
氏
か
ら
御
届
け

し
ま
す
か
ら
御
含
み
願
い
し
ま
す
。
尤
も
学
術
研
究
費
な
の
で
後
で
支
出
の
明
細
書

を
書
い
て
い
た
だ
く
と
云
う
様
な
厄
介
な
こ
と
を
申
し
ま
す
か
ら
そ
れ
は
あ
ら
か
じ

め
御
含
み
下
さ
い
。
今
日
は
こ
れ
だ
け
書
き
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
皆
様
に
よ

ろ
し
く十

月
三
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
原
末
治

［
解
説
］

　

こ
の
手
紙
は
、
日
本
考
古
学
協
会
の
総
会
で
決
ま
っ
た
、
全
国
の
古
墳
の
基
本
調

査
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
の
責
任
者
を
寺
師
に
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
考
古

学
協
会
と
は
、
戦
時
中
強
調
さ
れ
た
神
話
に
基
づ
く
皇
国
史
観
を
棄
て
、
考
古
学
の

結
果
か
ら
日
本
上
古
史
を
改
変
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
た
進
駐
軍
の
提
言
に
よ

り
、
国
内
の
考
古
学
者
を
網
羅
し
て
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ

た
協
会
で
あ
る（

（1
（

。

　

法
隆
寺
の
秘
宝
拝
観
と
あ
る
の
は
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
、
解
体
修
理

中
で
あ
っ
た
法
隆
寺
の
五
重
塔
が
完
成
す
る
に
あ
た
り
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）

年
に
五
重
塔
の
塔
心
柱
下
か
ら
発
見
さ
れ
て
埋
め
戻
さ
れ
て
い
た
、
銅
製
容
器
に
入

れ
ら
れ
た
舎
利
一
具
を
今
後
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
危
険
性
か
ら
、
羽は

ね

だ田
亨と

お
るを

中
心
と
し
た
梅
原
を
含
む
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
で
十
月
十
六
日
か
ら
四
日
間
調
査
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
す
。
梅
原
は
、
前
年
の
秋
か
ら
肺
結
核
で
ほ
ぼ
一
年
間
病

床
に
あ
り
、
外
出
が
許
さ
れ
て
早
々
の
調
査
で
あ
っ
た（

（1
（

。

写真２　昭和 3 ０年ヵ 12 月 24 日付の手紙
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十
六
日
の
一
週
間
後
は
二
十
三
日
で
あ
り
、
手
紙
が
書
か
れ
た
日
付
の
二
十
四
日
と

も
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
昭
和
三
十
一
年
の
十
二
月
二
十
四
日
は
台
湾
に
い
た
と
思

わ
れ
る
（
表
１
―
３
６
）
こ
と
や
、
本
文
中
「
考
古
学
会
の
紀
要
第
四
号
は
河
口
さ

ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
あ
る
『
鹿
児
島
県
考
古
学
会
紀
要
』
四
号
が
昭
和

三
十
年
十
一
月
発
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
五
五
年
に
出
さ
れ
た
手
紙
と
判
断
し

た
。

　

手
紙
に
あ
る
、
高
山
町
古
墳
の
４
号
墳
か
ら
出
た
四
種
の
鉄
刀
片
と
は
、
肝
属
郡

高
山
町
新
富
（
現
肝
属
郡
肝
付
町
新
富
）
の
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
の
４
号
墓
（
現

在
で
は
５
号
墓
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

）
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
る
、
直
刀
三
（
二
刀
は
折

れ
て
長
さ
不
明
、
一
刀
は
全
長
五
九
．
五
㎝
、
刀
身
四
五
㎝
、
六
所
透
鉄
鍔つ

ば

並
切
羽

付
）
と
刀
子
一（

（1
（

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
は
現
肝
付
町
役

場
か
ら
北
東
に
約
一
．
五
㎞
の
と
こ
ろ
で
、
肝
属
川
お
よ
び
高
山
川
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
沖
積
平
野
に
突
き
出
た
標
高
約
二
〇
ｍ
の
舌
状
台
地
上
に
あ
る
。
現
在
は
近
接

す
る
円
墳
八
基
と
と
も
に
横
間
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
い
る（

（1
（

。

写
真
３
が
「
四
種
の
鉄
刀
片
」
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
写
真
は
、
六
所
透
鉄

鍔つ

ば

並
切
羽
付
の
直
刀
の
実
測
図
に
貼
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
実
測
図
に
は
昭

和
三
十
年
十
一
月
八
日
発
見
、
昭
和
三
十
年
十
二
月
四
日
実
測
と
い
う
メ
モ
が
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
実
測
後
す
ぐ
に
梅
原
に
報
告
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
十
二

月
四
日
の
調
査
の
様
子
を
撮
影
し
た
写
真
が
貼
ら
れ
て
い
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
に
は

昭
和
三
十
一
年
十
二
月
四
日
撮
影
と
の
メ
モ
が
あ
る
。
４
号
墓
は
、
玄
室
が
長
さ

一
八
二
㎝
、
幅
九
二
㎝
、
高
さ
四
〇
㎝
で
、
人
骨
も
一
体
出
土
し
て
い
る
が（

（2
（

、
ス
ク

ラ
ッ
プ
帳
に
は
そ
の
他
４
号
墓
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
人
骨
の
写
真
や
準
備
の
様
子

な
ど
の
写
真
も
貼
っ
て
あ
り
（
写
真
は
宮
原
十
郎
氏
撮
影
と
あ
る
。）、
メ
モ
は
昭
和

三
十
年
の
間
違
い
だ
と
す
る
と
、
実
測
と
同
時
に
写
真
撮
影
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ

四
号
は
河
口
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
く
面
目
一
新
で
大
変
結
構
で
す
。
有

益
な
資
料
満
載
で
人
事
な
ら
ず
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
す
。
今
度
の
号
は
既
に
出
来
上
が

っ
て
い
る
大
隅
の
古
墳
の
記
事
を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

豚
児
が
網
膜
剥
離
で
入
院
、
手
術
経
過
は
よ
ろ
し
い
が
今
度
は
荊
妻
が
腰
の
神
経

痛
で
弱
っ
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
感
冒
の
薬
を
服
用
す
る
と
気
持
ち
が

よ
い
と
申
し
て
毎
日
服
用
と
う
と
う
な
く
な
り
ま
し
た
。
あ
れ
を
服
用
し
て
よ
ろ
し

く
ば
ま
た
御
投
薬
願
い
ま
す
。
私
は
元
気
で
こ
の
間
か
ら
一
週
間
許
り
大
和
薬
師
寺

の
金
堂
の
台
座
の
調
べ
に
同
寺
に
か
よ
い
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
今
年
も
歳
末
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
十
年
も
御
地
に
参
ら
な
い
の
で

何
だ
か
な
つ
か
し
く
あ
の
調
書
を
拝
見
し
た
事
で
し
た
。
ど
う
ぞ
御
内
の
皆
様
に
よ

ろ
し
く
。
よ
い
年
を
お
迎
へ
下
さ
い
。

　
　

十
二
月
廿
四
日
夕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
原
末
治

［
解
説
］

　

こ
の
手
紙
も
消
印
が
潰
れ
て
い
て
差
し
出
し
年
が

不
明
で
あ
る
が
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
十
）
年
十
二

月
二
十
日
発
売
の
記
念
年
賀
切
手
（「
こ
け
し
」）
が

封
筒
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
に
目
を
向
け

る
と
、「
大
和
薬
師
寺
の
金
堂
の
台
座
の
調
べ
」
と
あ

り
、
梅
原
は
自
身
の
発
掘
調
査
年
表
で
は
薬
師
寺
金

堂
の
台
座
の
調
査
を
昭
和
三
十
一
～
三
十
二
年
と
し

て
い
る（

（1
（

。
た
だ
、
薬
師
寺
金
堂
の
薬
師
三
尊
の
台
座

は
、
修
理
の
た
め
昭
和
三
十
年
の
十
二
月
十
六
日
に
仮
台
座
に
移
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ

の
時
台
座
内
部
か
ら
種
々
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
梅
原
に
調
査
依
頼
が
き
た

可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
こ
の
間
か
ら
一
週
間
許
り
」
と
あ
る
の
も
、
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た
出
掛
け
た
く
思
う
事
で
す
。
ど
う
ぞ
御
内
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
御
令
息
は
も
う

高
校
で
し
ょ
う
か
。
豚
児
も
今
年
は
大
学
を
出
る
こ
と
で
す
。
い
づ
れ
ま
た
先
は
御

礼
申
し
上
た
く
兼
て
右
申
し
添
へ
ま
し
た
。

　
　

一
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
原
末
治

④ 

昭
和
三
十
二
年
ヵ
二
月
二
十
四
日
付
の
手
紙

［
本
文
］

寺
師
見
國
様

写
真
三
葉
等
同
封
の
御
手
紙
数
日
前
到
着
あ
り
が
た
く
拝
誦
い
た
し
ま
し
た
。

ま
だ
ど
う
も
胃
腸
の
工
合
が

面
白
く
な
く
、
そ
れ
に
天
理

研
究
所
へ
の
引
越
し
で
か
れ

こ
れ
な
っ
て
い
て
、
つ
い
筆

不
精
を
し
て
申
し
わ
け
あ
り

ま
せ
ん
。
四
月
に
も
な
れ
ば

立
派
な
小
生
の
研
究
室
が
天

理
に
出
来
上
る
の
で
是
非
見

て
い
た
だ
き
た
く
思
う
こ
と

で
す
。

　

さ
て
御
同
封
の
写
真
に
聮

関
こ
と
の
御
高
見
二
つ
な
が

ら
小
生
も
そ
の
通
り
だ
ろ
う

と
存
じ
ま
す
。
殊
に
第
一
の

蕨
手
刀
の
出
土
状
態
に
関
す

う
。

　
③
昭
和
三
十
二
年
ヵ
一
月

二
十
日
付
の
手
紙

［
本
文
］

寺
師
見
國
先
生

　

お
手
紙
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
よ
い

お
正
月
を
お
迎
へ
に
な
り
ま

し
た
お
様
子
お
よ
ろ
こ
び
申

し
上
げ
ま
す
。
小
生
元
気
で

帰
り
ま
し
た
が
緊
張
し
て
い

た
気
分
が
ゆ
る
ん
だ
の
で
も

あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
先
日
か

ら
久
し
ぶ
り
の
下
痢
で
い
た

だ
い
た
お
薬
を
服
用
し
て
い
る
よ
う
な
始
末
で
す
。
で
も
そ
ろ
そ
ろ
天
理
の
研
究
所

に
出
掛
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

さ
て
今
度
の
お
手
紙
で
御
地
の
地
下
式
壙
に
就
い
て
の
新
事
実
を
お
示
し
下
さ

っ
て
大
変
あ
り
難
く
拝
見
し
ま
し
た
。
蕨
手
の
刀
装
具
ま
で
整
っ
て
い
る
の
は
全
く

珍
ら
し
い
事
で
す
。
正
倉
院
御
物
の
そ
れ
を
髣
髴
と
せ
し
む
る
も
の
、
近
頃
の
新
発

見
と
存
じ
ま
す
。
詳
し
い
御
報
告
の
発
表
を
期
待
し
ま
す
。
私
の
書
き
ま
し
た
も
の

完
成
は
し
て
居
り
ま
せ
ん
が
相
当
な
分
量
な
の
で
、
上
下
に
分
っ
て
附
録
と
し
て
で

も
御
掲
載
下
さ
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
い
つ
頃
ま
で
に
届
け
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
依
っ
て
図
を
描
き
ま
す
。
九
州
も
段
々
面
白
い
も
の
が
出
る
の
で
四
月
は
ま

写真５　 昭和 32 年ヵ２月 24 日付の手紙
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が（
（2
（

、
前
述
し
た
横
間
地
下
式
横
穴
墓
の
２
号
墓
（
現
在
で
は
３
号
墓
と
さ
れ
て
い

る
）
か
ら
出
土
し
た
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
手
紙
で
あ
る
。
２
号
墓
は
、
玄

室
の
長
さ
二
二
〇
㎝
、
幅
七
〇
㎝
、
高
さ
二
五
～
三
〇
㎝
で
、
副
葬
品
は
蕨
手
刀
の

ほ
か
刀
子
一
、
鉄
鏃
二
、
須
恵
器
皿
一
も
出
土
し
て
お
り
、
副
葬
品
は
人
骨
の
左
腰

部
に
置
か
れ
て
い
た（

（2
（

。
寺
師
は
２
号
墓
出
土
の
蕨
手
刀
の
年
代
を
奈
良
時
代
末
か
平

安
時
代
初
め
頃
の
も
の
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
が（

（2
（

、
梅
原
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る

よ
う
だ
。
蕨
手
刀
の
実
測
図
に
、
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
出
土
、
昭
和
三
十
二
年
一

月
四
日
実
測
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
③
は
実
測
後
す
ぐ
に
梅
原
に
報
告
し
た
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
④
に
出
て
く
る
鏡
で
あ
る
が
、
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
か
ら
鏡
の
出
土
は

報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
土
し
た
八

は
ち
り
ょ
う
き
ょ
う

稜
鏡
と
い
う
条
件
に
当
て
は
ま
る
の
が
、
寺
師

が
「
鹿
児
島
県
の
古
鏡
（
特
に
神
社
の
鏡
）」
で
報
告
し
て
い
る
、
一
九
五
三
（
昭

和
二
十
八
）
年
に
国こ

く

ぶ分
直な

お
い
ち一
が
山
川
町
福
元
の
岩
崖
下
埋
葬
遺
蹟
よ
り
発
見
し
た
瑞

花
双
鷲
八
稜
鏡
（
半
分
欠
損
、
直
径
二
寸
七
）
の
唐
代
の
白
銅
鏡
の
こ
と（

（2
（

で
あ
ろ
う

か
。
な
お
、
梅
原
が
「
大
正
十
五
年
に
丹
後
の
山
奥
で
相
似
た
八
稜
鏡
の
古
墳
か
ら

出
た
例
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
一
九
二
七
（
昭
和

二
）
年
に
「
竹
野
郡
鳥
取
村
の
平
安
朝
初
期
の
墳
墓（

（2
（

」
で
紹
介
し
て
い
る
鏡
（
亀

き
っ
ち
ゅ
う鈕

瑞ず

い

か花
双そ

う
お
う鳳
紋も

ん

八
稜
鏡
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

お
わ
り
に

　

今
回
は
主
に
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
に
関
す
る
手
紙
を
紹
介
し
た
。
寺
師
は
「
鹿

児
島
県
下
の
地
下
式
土
壙
」
の
結
語
で
「
私
が
か
ね
て
畏
敬
す
る
斯
道
の
学
者
、
梅

原
末
治
先
生
が
間
接
の
ご
指
導
と
鞭
撻
を
給
わ
っ
た
事
に
対
し
て
心
か
ら
の
謝
意
を

る
御
見
解
は
正
倉
院
に
実
物
の
傳
世
し
て
い
る
其
と
相
俟
っ
て
尤
も
安
当
な
も
の
と

存
ぜ
ら
れ
ま
す
し
、
ま
た
第
二
の
鏡
か
ら
す
る
地
方
で
の
古
墳
の
終
末
期
が
僻
遠
の

地
で
は
平
安
朝
に
ま
で
下
る
場
合
も
あ
る
こ
と
も
当
然
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
点
で
今

度
お
示
し
の
鏡
は
、
大
変
面
白
い
資
料
と
存
ぜ
ら
れ
ま
す
。
実
は
私
も
大
正
十
五
年

に
丹
後
の
山
奥
で
相
似
た
八
稜
鏡
の
古
墳
か
ら
出
た
例
を
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ

て
、
そ
れ
が
後
藤
君
の
奈
良
時
代
の
古
鏡
（
？
）
考
古
学
雑
誌
所
掲
に
引
用
さ
れ
て

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
も
う
少
し
詳
し
く
そ
の
出
土
状
態
の
お
調
べ
を
願
い
た
い
も
の

で
す
。

原
稿
は
な
る
可
く
仕
上
げ
ま
し
ょ
う
。
併
し
こ
う
新
た
な
発
見
が
あ
る
と
そ
れ

等
を
見
な
い
で
は
ま
と
め
ら
れ
そ
う
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
先
は
乍
延
引
右
申
し
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
よ
ろ
し
く
。
な
お
寒
く
は
あ
り
ま
す
が
段
々
と
春
め
い
て
き

た
よ
う
で
四
月
の
来
る
の
が
待
切
れ
る
こ
と

で
す
。二

月
廿
四
日　
　
　
　
　

梅
原
末
治

［
解
説
］

③
④
と
も
差
し
出
し
年
は
不
明
で
あ
る

が
、
③
の
本
文
中
の
「
豚
児
（
＝
梅
原
郁

か
お
る

―
筆
者
―
）
も
今
年
は
大
学
を
出
る
こ
と
で

す
」
と
あ
る
郁
氏
の
大
学
卒
業
年
か
ら
昭
和

三
十
二
年
と
判
断
し
た
。

　

③
④
は
、
一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年

八
月
に
京
都
大
学
を
退
官
し
、
天
理
大
学

の
「
お
や
さ
と
研
究
所
」
の
中
国
部
門
の
主

任
兼
韓
国
考
古
学
の
研
究
員
と
な
っ
た
梅
原

写真６　２号墓出土の蕨手刀と帯金具
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一
九
八
六
年
）
一
〇
三
頁
。

（
12
）
梅
原
末
治
「
戦
後
の
考
古
学
」（
注
（
２
）
に
同
じ
）
二
〇
六
頁
。

（
13
）
注
（
12
）
に
同
じ
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
。

（
14
）
梅
原
末
治
「
発
掘
調
査
略
年
表
」（
注
（
２
）
に
同
じ
）
三
四
〇
頁
。

（
15
）「
昭
和
３
０
年
美
術
界
年
史
」（『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
三
十
一
年
度
、
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
、
一
九
五
七
年
）
一
八
頁
。

（
16
）『
天
武
天
皇
千
三
百
年
玉
忌
記
念　

薬
師
寺
』（
薬
師
寺
、
一
九
八
六
年
）
二
六
七
～

二
六
八
頁
。

（
17
）
寺
師
見
國
「
鹿
児
島
県
下
の
地
下
式
土
壙
」（『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』

第
四
輯
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
七
年
）
で
は
、
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群

は
高
山
町
新
富
（
横
間
）
土
壙
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
第
一
号
壙
は
「
昭
和
廿
九
年

十
二
月
十
六
日
発
見
形
状
不
明
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、『
高
山
町
郷
土
誌
』（
高
山
町
、

一
九
九
七
年
）
と
そ
れ
を
受
け
た
『
先
史
・
古
代
の
鹿
児
島
（
資
料
編
）』
鹿
児
島
県
教

育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
）
で
は
、
寺
師
が
別
に
「
高
山
町
、
新
富
、
西
横
間
（
和
田

上
）
土
壙
内
石
棺
」
と
し
て
報
告
し
た
内
容
を
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
の
一
号
墓
と
し

て
お
り
、
以
下
寺
師
の
報
告
と
は
、
一
つ
ず
つ
番
号
が
ず
れ
て
い
る
。

（
18
）
寺
師
見
國
「
鹿
児
島
県
下
の
地
下
式
土
壙
」（
註
（
17
）
に
同
じ
）
四
〇
頁
。

（
19
）
新
福
深
「
横
間
古
墳
群
」（『
先
史
・
古
代
の
鹿
児
島
（
資
料
編
）』
鹿
児
島
県
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
五
年
）
六
六
〇
頁
。

（
20
）
注
（
18
）
に
同
じ
。

（
21
）
注
（
12
）
に
同
じ
、
二
二
二
頁
。

（
22
）
注
（
18
）
に
同
じ
、
三
九
頁
。

（
23
）
寺
師
見
國
「
高
山
の
古
墳
よ
り
出
土
し
た
蕨
手
刀
」（『
大
隅
』
第
４
号
、
一
九
五
八

年
）
五
二
頁
。

呈
す
る
次
第
で
あ
る（

（2
（

」
と
謝
意
を
述
べ
て
い
る
が
、
遺
物
な
ど
の
実
測
が
終
わ
る
と

直
ち
に
梅
原
に
報
告
し
、
そ
れ
に
対
し
て
梅
原
も
す
ぐ
何
ら
か
の
意
見
を
述
べ
た
手

紙
を
送
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
筆
者
は
文
献
古
代
史
専
攻
の
た
め
、
手
紙
か

ら
引
き
出
せ
る
情
報
は
多
く
無
い
が
、
本
稿
が
横
間
地
下
式
横
穴
墓
群
研
究
や
梅
原

末
治
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）
斎
藤
忠
「
浜
田
耕
作
・
梅
原
末
治
」（『
考
古
学
史
の
人
々
』
第
一
書
房
、
一
九
八
五

年
）
二
五
八
頁
。

（
２
）
梅
原
末
治
「
考
古
へ
の
道
」（『
考
古
学
六
十
年
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
）
一
～

一
四
頁
。

（
３
）
注
（
１
）
に
同
じ
、
二
五
九
頁
。

（
４
）
穴
沢
咊
光
「
梅
原
末
治
論
―
モ
ノ
を
究
め
よ
う
と
し
た
考
古
学
者
の
偉
大
と
悲
惨

―
」（
角
田
文
衞
編
『
考
古
学
京
都
学
派
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
四
年
）
二
二
九
頁
。

（
５
）
注
（
４
）
に
同
じ
、
二
二
五
～
二
二
六
頁
。

（
６
）
池
畑
耕
一
「
鹿
児
島
県
考
古
学
界
の
先
人
た
ち
（
５
）」（『
鹿
児
島
考
古
』
第
三
七
号
、

二
〇
〇
三
年
）
八
一
頁
。

（
７
）
斎
藤
忠
「
寺
師
見
國
・
小
沢
国
平
」（
注
（
１
）
に
同
じ
）
四
二
一
頁
。

（
８
）
梅
原
末
治
「
新
し
き
門
出
」（
注
（
２
）
に
同
じ
）
一
八
九
頁
。

（
９
）
森
本
和
男
「
戦
時
下
の
史
跡
保
存
」（『
文
化
財
の
社
会
史
―
近
現
代
史
と
伝
統
文
化

の
変
遷
』
彩
流
社
、
二
〇
一
〇
年
）
四
八
四
～
四
九
九
頁
。

（
10
）
注
（
９
）
に
同
じ
、
五
〇
八
～
五
〇
九
頁
。

（
11
）
出
口
浩
・
池
畑
耕
一
「
鹿
児
島
県
考
古
年
史
」（『
鹿
児
島
考
古
』
第
二
〇
号
、
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（
24
）
寺
師
見
國
「
鹿
児
島
県
の
古
鏡
（
特
に
神
社
の
鏡
）」（『
鹿
児
島
県
文
化
財
調
査
報
告

書
』
第
二
輯
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
五
四
年
）
二
八
頁
。
な
お
国
分
直
一
は
、

山
川
町
福
元
出
土
の
鏡
に
つ
い
て
、「
鹿
児
島
県
山
川
港
に
於
け
る
崖
葬
」（『
農
林
省
水

産
講
習
所
研
究
報
告　

人
文
科
学
篇
』
１
、一
九
五
五
年
）
の
中
で
報
告
し
て
い
る
。

（
25
）
梅
原
末
治
「
竹
野
郡
鳥
取
村
の
平
安
朝
初
期
の
墳
墓
」（『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会

報
告
』
第
八
冊
、
京
都
府
、
一
九
二
七
年
）
六
一
～
六
四
頁
。
な
お
、
報
告
書
は
国
立

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
26
）
注
（
18
）
に
同
じ
、
五
五
頁
。

（
た
け
も
り　

と
も
こ　

本
館
学
芸
課
資
料
調
査
編
集
員
）
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